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伊予灘東部海域の中央構造線活断層系の完新世活動度評価（Ⅱ）―上灘沖ボーリ
ングコアの解析結果― 

Holocene activity of the MTL active fault system by using all-core boring beneath the 
eastern part of Iyo-nada, southwest Japan 
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伊予灘東部海域，中央構造線活断層系上灘沖北断層において海上ボーリングによるコア試料採取を行い、断層

の上盤(Site2)と下盤(Site1)においてそれぞれ GL-24.5ｍと GL-33.0ｍまでのコアを採取した．コア解析の結果，
鬼界アカホヤ火山灰が認められ、有効なコア対比の基準面となった．さらに堆積物物性値等から複数のコア対比基
準面を設定し精密コア対比を行った結果，上灘沖北断層においては、完新世に３回ないし 4回のイベントがあった
と解釈された． 
 
 
１．はじめに 
 愛媛県北西部の伊予灘沖には，陸域から連続する中央構造線活断層系（以下，MTL 活断層系）が伏在すること

が知られていた．しかし，この海域の活断層の活動履歴については，小川ほか（1992）以来検討は行われていない．
そこで我々は伊予灘東部海域において広域にシングルチャネル音波探査を実施し，本海域に伏在する MTL 活断層系
に関する基礎データを得た．平成 12 年 10 月，そのうち最も明瞭な累積変位が認められる上灘沖北断層に関して，
完新世の活動履歴を明らかにする目的で，下盤(Site 1)，上盤(Site 2)各１地点における海上ボーリングコア（以
下，上灘コア）の採取ならびに解析を行い，本断層の完新世活動度評価に関する幾つかの知見を得た． 
２．調査手法 
 海上ボーリング地点の選定に際しては，ソノプローブによる精査を行い，より完新世における活動性が高い

地点を選定した．なお，本掘削地点においても三浦ほか(2001)の報告した a面(現海底面)～l 面（海進面）の音響
反射面が確認された．そして，Site 1 において掘削長 L=33m，Site 2 において掘削長 L=24.5m の台船を用いた海
上ボーリングを実施した．また，各 Site において重力式採泥（L=4.5m）を別途に実施した．  
 上灘コアは研究室に搬入後，半割し，写真撮影に供した．そして断層両側の層序対比およびイベント層準の

把握等を目的として，cm オーダーでの層相記載を行った．さらに乾燥重量，密度，含砂量，含水率，帯磁率，古
地磁気層序等の堆積物物性値の測定を 5cm 間隔で行った．なお，AMS14Ｃ年代測定および花粉層序分析は現在検討
中である． 
３．上灘コアの層相 
 上灘コアは生物擾乱を被った砂質粘土を主体としており，"見かけ"層相の大きな変化はあまり見られない． 
 コア中に分布する貝化石は，内湾泥底群集と内湾停滞域群集が多く見られるが，Site 2 の海進面直上におい

ては，カキ等の内湾潮間帯群集が認められた．上述の層相区分および貝化石群集の解析結果を参照して，上灘コア
を５つの堆積ユニット（Kd-I～V）に区分した． 
４．コア対比基準面の設定 
Site 1 の GL-18.6m と Site 2 の GL-10.0m 層準において，鬼界アカホヤ火山灰層（約 7300 年前）が確認され，

コア対比に際して第一級の基準となった．また，ソノプローブ音波探査記録との対比から，本層準は反射面 gに対
応することが明らかとなった．Site 2 の GL-24.3ｍ以深は非海成層，その上位は海成層となっていることから，こ
の境界は後氷期の海進面であると判断された．本層準は反射面 lに対応することが判明した． 
 堆積物物性値の測定の結果，コア対比に有効な基準面を検出した．主なコア対比基準面とその標高差を上位

から順にあげると，"反射面ａ（現海底面）"： 2.0ｍ，"Mt1"： 4.2ｍ，"S1"： 4.2ｍ，"Mag1"：5.6ｍ，"Mag2"： 
6.3m，"Mt2"： 8.9ｍ，"Mt2"： 10.7ｍ，"Mg3=反射面 g（鬼界アカホヤ降灰層準)"：10.6ｍ，"反射面 l（海進面）
"：12.0m となった．この標高差は下位層準ほど大きく，上灘沖北断層の累積変位の反映と判断されうる． 



５．堆積速度と垂直変位速度 
  下盤側における堆積速度は，鬼界アカホヤ降灰層準は GL-18.6ｍであることから，鬼界アカホヤ降灰以降の

堆積速度：Va-g=18.6m x 1000/7300 年=2.5mm/年と概算できる． 
 一方反射面 lを基準とし，海進の時期を約 12000 年前と仮定して垂直変位速度を求めるならば，Vd=12ｍ/12000

年=1mm/年となる．ゆえに上灘沖北断層は垂直成分だけでも A 級の活動度を示すと考えられる．また，上述の堆積
速度が変位速度の 2.5 倍強を示すことから，完新世の活動イベントがこのセクションに保存されている可能性は高
い． 
６．コア対比から読めるイベント情報  
 今回の上灘コアの解析の結果，これらのコア対比基準面の標高差から a-Mt1 面間に 2.2ｍ，S1-Mag1 間に 1.4

ｍ，Mag2-Mt2 間に 2.6ｍの有意な変位が認められた．これらを地震イベントによる変位と仮定し，堆積速度から個々
のイベント年代を推定するならば，2回以上，おそらく３回のイベントの存在が示唆される．さらに同地域におけ
る音波探査記録から反射面 j-k 間においても 3ｍの明瞭な標高差が認められた．よって，完新世において上灘沖北
断層は４回（もしくはそれ以上）活動したと推察される．これらのイベント年代は，現在分析中の AMS14C 年代値
によって明らかにしたい． 


